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教員紹介 物販の店舗店長、店舗教育を経て販売士の資格をもとに、販売の基礎を教える仕事をしております。

お客様が商品に対してどのように感じているか、また、商品の価格の設定と費用の考え方を学び、実際の販売に役立てる。

商品を選ぶ基準　　　　　　　　　　　　　　　　　②1年復習基礎計算2　　

買い物時間と男女別の考え方の違い　　　　③ロスとは、在庫の関係

商品選択について（1）　　　記憶と画像優越性　　五感　　　　④棚卸の考え方

と評価 講義時限内 実技試験

お客様が選ぶ店（2）　品揃えの幅と奥行き。値付け　　　　⑦計算復習　

お客様がどの様に変化しているか、今後どのようになるか現状を理解する。お客様の心理を考え、どう
やって商品を選ぶか、購買心理に基づいて商品をどのように紹介するかを理解し販売現場で、活用出来
るようにする。また、販売の基礎となる利益計算や、損益分岐点のやり方や仕組みを理解し販売に関わ
る値段の付け方、計算などを出来るようにする。

座学授業や、グループでの話し合いなどで授業を行う。販売士3級～2級の内容と販売時のお客様の心
理状態の視点を混ぜながら講義を行う。また基本的な利益計算、損益分岐点、ABC分析、移動平均、季
節変動などの、商品価格と利益計算の関係などを座学で勉強する。

授 業 概 要

筆記試験

授業内容の説明・マーチャンダイジング   値段に対してお客様の考え方。

今後の日本   　年代別・地域別・世帯別などの商品の選び方　　　①1年復習基礎計算

損益分岐点（2）　　損益分岐点の計算をしてみよう

損益分岐点（3）　　損益分岐点の仕組みと利益の出し方、移動累計・移動平均

損益分岐点（4）　　ABC分析

期末前計算問題総復習

期末テスト

商品選択について（2）　　　熟知性の法則　　威光効果　　　⑤総括表の考え方

商品選択について（3）　　　ブランド　　光背効果　　　　　　　⑥計算復習

この商品なら・・・と言える専門性とは.  商品を紹介するときのお客様視点とは

損益分岐点（1）　　損益分岐点とは

受講態度 作品
試験 試験期間中 小テスト レポート


